
‘입춘대길 건양다경’은 감로해인으로 
부모 자손들이 천세 만세 영화를 누리는 것이다

も克明に記憶しているのである。

このような幽体離脱を体験した大方の

人は、その状態があまりにも明瞭で、しか

も現実性を帯びているので、肉体と霊が

分離するという現象を認めざるを得なく

なる。

だが、それらの現象も離脱者自身の血

の作用であるということを知らなければ

ならない。

まず、そのような体験は離脱者自身の

状態（小便がしたいときとか、姿勢や頭の

向きや位置）などに大きく影響させるこ

とがあるからである。

このような条件反射的なこともあるの

で、幽体離脱現象も肉体が心理的に、また

は生物学的な条件に支配されていること

がわかるのである。

それから、離脱者の体験は当人の思想

や宗教などの霊魂観により、現象も各々

異なってくるのだ。キリスト教信者は幽

体で天国を見てきたし、仏教信者は仏さ

まのいる極楽浄土をみてきたというが、

これは一体、何を意味しているのだろう

か?

実は霊界というところがあって、そこ

に行ってきたのではなく、その人の精神

世界を反映したものである。つまり、極楽

が別にあり天国が別に実在しているわけ

ではない。その人が信じていたことが映

像として現れたのである。生前の記憶が

血に録画されており、考えていた場面を

素材にした血の作用によって、実在して

いるような幻想を現すのである。

この原理からすれば幽体離脱という用

語は修正されるべきである。肉体と幽体

別々に存在しているというのは観念論で

ある。しかも、幽体が対外に離脱すること

などはありえないからである。*

Subaru Kan / 新人類文化硏究所長

現世人間の起源と未来 

人間は元々本来、神であった。この故に

人類は全て神の肢体、神様の子孫であっ

たのを判る。人間の行くべき道は、本来の

神に戻ることである。人間はどこへ行く

べきか？それは元に戻ることであろう。

本来の神に戻ることが人間の眞の行くべ

き道であるのだ。皆さんは総て本来、神だ

ったのである。

　皆さんは本来、動物の体をした人間

ではなかったのだ。皆さんの体内に流れ

る血は神の血であり、神ご自身が六千年

間を生きておられるのだ。皆さん各自が

生きているのではない。

皆さんの身は即、神の身であり、神の生

命を継承しており、神の分身になって今

日の世界人類が存在しているのである。

ある人は米国人に、あるいはドイツ人や

日本人、そして韓国人というふうに生ま

れているが、根本をただせば神様自身が

生きているのであって、心霊的に決して

一人ひとりが独立した固体として生きて

いるのではない。

世の中では君と僕とを判然と区別して

生きているので各自が“私”だけの力で生

きていると錯覚している。しかし、今日の

人間は悪魔の霊の虜になっているので錯

覚しているのである。

われわれは一つの身であり、我々は一

つの血である。又、われわれは一つの神で

あるから、我々には「君」と「僕」はない。わ

れわれは全て神の身体であり、遺伝子工

学的に神様自身の肢体なのだから我々に

は本来「君」と「僕」という概念は全くない

のだ。いま人類は自分自身が歩んできた

足跡を遡って眞の自分の自我とは如何な

る存在であるのか悟るべき時期であろ

う。そのためには心霊現象と血野原理に

含まれている秘密を分からないでいけな

い。

心霊現象

　想念の波長と血の作用

今われわれは、精神と肉体は分離する

ことのできない一つの存在であることを

悟った。この事実は科学的であり、聖書に

も正確に符合する真理であることを分か

る。ところが大部分の宗教指導者は死後

の天国・地獄の存在を主張し理論づけて

説教している。

有史以来、多くの宗教が盛衰を繰り返

しながらも、そのほとんどが霊内分離説

を説いているが、その理由と原因はなん

だろうか？その代表的な原因は心霊現象

ではないだろうか？

心霊現象では死んだ人の霊が別次元に

存在している如く感じられるからであろ

う。つまり、霊が肉体を離脱する現象や、

死人の霊が現れるとか（幽霊出現）死人の

声が聞こえたり、写真に写るとか、また、

巫女や霊媒を介し死んだ人の振舞いをし

たとか、否定することのできない心霊現

象があるからであろう。

ここで、肉体を離れた霊魂など存在し

ないといえば、さきのような霊現象はど

うして起こるのかと、反問するに違いな

い。

だが、人間の思念は血の作用であるこ

とがわかれば、その現象をより深く理解

することができる。血の作用は心の作用

であるということは何度も説明したの

で、ここで改めて反復しようとは思わな

い。だが、人間の血は独自に生じたのでは

なく祖先より遺伝されたということを忘

れてはならない。われわれの血の中には

数多くの祖先の血と霊がともに内在して

いるだけでなく、全然見知らぬ人の血の

影響まで受けているのである。

思い考え（想念）は物質化するといった

とおり、想念による物質が空間に満ち溢

れているのである。その想念物質と波長

が合った場合は、見知らぬ遠い国の人で

あっても逢着し同質の現象を起こすこと

がある。血は一種の電気性を帯びている

ので磁場現象を起こしている。笑う人に

会えばともに笑い、悲しい人に会えば悲

しい感じがするのはそのためである。

また、血の作用は鋭敏な電子装置に等

しく、空間に流れる微細な想念の波長を

とらえることもあり（受信）送ることもで

きる。（送信）これを称してテレパシー（精

神作用及び感応）とも呼んでいる。また、

想念物質は一種の光線物質であって、他

人の血に侵入し、その人の弱い主体霊を

押さえ主導権を握って活動する場合もあ

る。

神がかりの巫女や霊媒もやはり、それ

に喩似した現象により自分の主体霊を離

脱し、他の霊を受け入れて演ずることが

できるのである。このように霊の憑依能

力を持っているのが巫女や霊媒であり、

神経が鋭敏であるだけに雰囲気の変化に

も敏感であるのが特徴である。霊媒はそ

の敏感性を生かし死人の霊物質と駈逢着

して、自身の中で活躍するよう仕掛ける

のである。

巫女は死霊を呼び出すのに鈴を振りな

がら激しく踊りまわる。そうすることに

より血の流れが躍動した死人の霊と逢着

よくきく。医学的には心臓の脈拍が停止

し、体温が冷えてしまえば死亡したと断

定するが、実はその体内に微妙な生体エ

ネルギーが残留していたがため、再び血

が活動しはじめて蘇生することになるも

のだ。

このように死んでから生き返った人た

ちは死後の模様をよく記憶している。生

々しい夢のような幻想だが、幽体離脱と

いわれる状態を体験したのである。

例えば、“全身が硬直してゆき意識が体

から抜けて宙に浮いて見ると、寝ている

自分自身の傍で涙を流している家族たち

の姿が見下ろされた。それからある力に

導かれて深い道をしばらく歩いてゆくう

ちに広い原っぱに出たが、そこには大き

な瓦葺きの建物があった。その中をのぞ

いてみると多くの死人を審判している光

景が見えた。机上には分厚い帳面が開い

てあったが、自分の名前が消されていな

かったのを見て安心し、直ぐに気を取り

戻し家に帰ったら生き返った”という類の

話である。

このような現象は生き返った人だけが

体験しているわけではない。祈っている

最中とか、深く眠っているうちに、あるい

は自由意志によって起きることもある。

いずれも共通した特徴は、離脱者の身体

が硬直し重く硬くなりながら仮死状態に

陥ることである。そして、自分の行き来は

判然としていて、その間の映像も鮮明に

見ることができることである。

離脱者の意識が肉体から抜け空中に

浮いているときは渦巻きのようなめまい

や、自分の意識が空中でひとまわり回転

するのを感ずることもある。そして、夢よ

りも鮮明に体験するので、目覚めてから

し、死んだ人の声を出したり、死んだ人だ

けが知っている諸々の事柄を明かしたり

する。このような現象は霊が別に存在し

て起きるのではなく、その原因はすべて

血の作用によって起きているということ

を知らねばならない。これを霊肉分離の

立場で解釈することは、観察者自身に起

きる現象を無視し、観察対象だけに執着

したから生じた仮説に過ぎない。

よく、墓地と薄暗いところで幽霊に出

会ったときは、慌てずに大声で“さがれ”と

怒鳴るなり、叱り飛ばして追い返せとい

われる。これなどは主体霊が恐怖に襲わ

れ弱化したとき、他の霊物質が感応して

くる現象である（幽霊現象）。一緒にいた

二人のうち一人は幽霊を見たが、他の一

人には見えないということがある。これ

などは二人の血の作用に霊物質の逢着い

かんによって起こる現象である。幽霊現

象が起きるときは大声で怒鳴るとか、叱

り飛ばして自身の血を喚起することで正

気を取り戻すことができる。これも一つ

の知恵である。

幽霊離脱の学説について

霊肉一体説に対し、幽霊離脱現象を力

説しながら反対する人が多い。しかし、幽

霊離脱現象もやはり血の作用から起こる

ものである。（なんども幽霊離脱をしたこ

とのある著者の体験と知識をもとに説明

する）

医学的には生体エネルギーの活動が停

止したことを死と断定している。だが、世

の中には珍しい体験の持ち主がいるもの

だ。一度死んだが生き返ったという話を
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送舊迎新此時代 송구영신차시대

天下萬物忽變化 천하만물홀변화로

天增歲月人增壽 천증세월인증수요

春滿乾坤福滿家 춘만건곤복만가에

願得三山不老草 원득삼산불로초와

拜獻高堂鶴髮親 배헌고당학발친에

堂上父母千年壽 당상부모천년수요

膝下子孫萬歲榮 슬하자손만세영을

立春大吉傳 입춘대길전했으나

建陽多慶 건양다경모르리라

惡化爲善 악화위선되는 日일에 

天受大命立春 천수대명립춘일세

老少男女上下階級 노소남녀상하계급

有無識 유무식을 莫論 막론하고

生命路 생명로에 喜消息 희소식을

不遠千里불원천리傳전하올제

自一傳十 자일전십十傳百 십전백과

百傳千 백전천에 千傳萬 천전만을

天下人民 천하인민다傳전하면

永遠無窮榮光 영원무궁영광일세

肇乙矢口十方勝地 조을시구십방승지

擧手頭足天呼萬歲 거수두족천호만세

구천지가 가고 신천지를 맞이하는 이 

시대는 천하 만물이 홀연히 변화하므로 

하늘은 세월을 더하고 사람은 수명을 더

하며 천지에는 봄기운이 가득하고 집안에

는 복이 가득함에 삼신산의 불로초(감로

해인)를 얻어다가 대청마루에 계신 백발

의 부모님께 절하며 올려 드리니 고당의 

부모님은 천세를 살고 슬하의 자손들은 

만세를 사는 영화를 누리는 것을 입춘대

길이라고 전했으나 그것이 건양다경임은 

모르리라. 악이 선으로 변하는 날에 하나

님으로부터 받은 대명이 입춘일세. 남녀

노소 상하계급 유무식을 막론하고 영원한 

생명의 길에 이르는 희소식을 불원천리 

멀다 않고 전할 때 한 사람이 열 사람에게, 

열 사람이 백 사람에게, 백 사람이 천 사람

에게, 천 사람은 만 사람에게 전하여 천하 

만민에게 다 전하면 영원무궁토록 영광일

세. 조을시구 온 세계가 십승지가 됨이여! 

손을 치켜들고 껑충껑충 뛰면서 하나님 

만세를 부르리라.   

末初歌 말초가   

隆四七月李花落 융사칠월이화락에

白狗身 백구신이 蟬鳴時선명시오

尺山度地三角天 척산도지삼각천에

分州合郡處處 분주합군처처로다

非僧非俗哀此物 비승비속애차물이

無君無父何處生 무군무부하처생고

燭坮 촉대바지 短衫 단삼으로

似人不人 사인불인볼수업네

頹敗倫常 퇴패륜상하고보니

舊學撤蔽新樹立 구학철폐신수립을

無面相語萬國語 무면상어만국어는

金絲千里人言來 금사천리인언래요

東北千里鐵馬行 동북천리철마행은 

三層畵閣人坐去 삼층화각인좌거라

空中行船風雲睫 공중행선풍운첩은

赤旗如雨白鶴飛 적기여우백학비라

三十六年無主民 삼십육년무주민이

皆爲僧孫不知佛 개위승손부지불을

융희 4년(경술년 1910년) 7월(음력)에 

이씨 조선이 망하나니 백구신(白狗身) 즉 

경술년 매미가 우는 때요. 산, 땅과 하늘을 

측량하고 곳곳마다 고을을 나누고 군을 

합치느니라. 중도 아니요 속인도 아닌 가

여운 이 백성들이 임금도 없이 아비도 없

이 어느 곳에서 살아갈꼬? 촛대 바지 단

삼을 걸친 사람 같잖은 왜놈을 차마 볼 수 

없네. 삼강오륜과 오상이 가리키는 인륜

이 무너지고 구학(한학)이 철폐되고 신학

문의 문물을 수립함이라. 얼굴을 맞대지 

않고도 만국어를 통하니 전화로 멀리 떨

어져 사람의 말이 건너오기 때문이며(유

선전화) 동북 천리를 철마(기차)가 달리니 

삼층 누각에 사람이 앉아서 가는 것과 같

으니라. 공중에는 배(비행기)가 바람과 구

름을 가르며 순식간에 날아다니는 모습이 

마치 백학이 나는듯하고 일장기가 비가 

내리듯 펄럭이는구나. 삼십육년 동안 임

금 없는 백성이 되어 모두 중의 자손처럼 

되었으나 정작 부처님을 몰랐느니라.

日本東出西山沒 일본동출서산몰에

日中之變及於世界 일중지변급어세계

午未生光申酉移 오미생광신유이로

日色發光日暮昏 일색발광일모혼을

靑鷄一聲半田落 청계일성반전락이

委人歸根落望故 위인귀근락망고로

兩人相對河橋泣 양인상대하교읍에

牽牛織女相別 견우직여상별일세

女人戴禾猴兎歸 여인대화후토귀로

六六運去乾坤定 육륙운거건곤정에

乙矢口 을시구나  槿花江山근화강산

留支 류지함이 天運 천운일세

朝鮮民族生日 조선민족생일로서

天呼萬歲處處起 천호만세처처기세

해는 본래 동에서 솟아나와 서산에 지

는 것이니라. 일본과 중국의 전쟁(해가 남

중=午未=1931년 신미년 만주사변)이 세

계대전으로 확산되느니라. 해는 오미(午

未)에 가장 밝고 신유(申酉)에 서산에 지

느니라. 해가(일장기) 빛을 발하다가 저

녁에는 저무는 이치이니라. 푸른 닭이 한 

번 우니 해가 떨어지느니라. 즉 을유년(푸

른 닭)에 일본이 패망하고 해방이 된다는 

말이다. 반전락(半田落)은 일락(日落)으

로 해가 떨어진다는 뜻. 왜인들이 낙망하

여 자기 나라(根근)로 돌아가는 고로 조선

은 남북으로 갈라져 서로 마주 보며 다리 

위에서 이별이 서러워 우는 것이 마치 견

우직녀가 오작교에서 이별하는 것과 같

도다. 왜인들이 을유년 음력 칠월 칠일 즉 

갑신월(申신=猴후) 을묘일(卯묘=兎토)에 

일본으로 돌아가니 36년 일제 치하를 보

내는 것은 하늘이 정한 일이라. 을시구나! 

무궁화 삼천리 금수강산을 유지함이 천운

일세. 8.15 해방은 조선 민족 생일로서 전

국 곳곳에서 하느님 만세를 부르리라.  
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